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Abstract：In this paper, we review how the human education Acts while starting from the expression 
“book is its people” and, to handwritten characters, whether involved, to discuss the nature of the stage 
of education. Learning that handwritten characters, rather than remain in the initiation of technology 
and skills of just writing, and hope that while immersed in learners a wide variety of “force”, it will 
become part of the desirable society, the rich and soil it will not be unless Ika to form. It possible to 
write a letter, why necessary. By get the character, is what you will be able to. The under and take 
advantage of character, we must consider what. And, in a human being handwritten characters, how do 
you go involved in human social formation. 







れ , その時代を生きる者は , 新旧の価値観の葛藤
の中に , 身を置いていることは確かである。その
葛藤の中で , 我々はただ批判したり悲観したりし




　昭和 63（1988）年 11 月 25 日 , 第 14 回全日本高等
学校書道教育研究会広島大会の研究部長として登壇し
た小竹は ,「今 , 広島から未来へ　―豊かな人間性を創
造する書道教育をめざして―」という大会テーマを設
定した趣旨を , 次のように述べた。
　昭和 20 年８月６日 , 広島は人類の歴史始まっ
て以来の惨事に遭遇した。「原子爆弾」である。
被爆後 , 数十年は , 草木も生えないであろうと言
われた地に , 今 , 自然があり , 人々の生活がある。
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人を知らなくても人格・性格や , 体型までも分かる」と
のフレーズを見つけ , 妙な符合に苦笑した。運勢 , 占い
に関する広告であったが , このような信仰心に近い「神
託」まで加えれば , その影響力の大きさは , 口にする者
の予想を遙かに上回る大きさで拡大し続けている。
　本論においては , この「書は人なり」という表現を起










究は , 執筆法への探求の道のりであり , 形象の中に秘め
られる表現の特質の発掘であった。探求 , 発掘の試みは ,
書を学問的に進化はさせたが , 未だ西洋芸術におけるよ
うな普遍の芸術理論を生じさせるには至っていない。
以降 , 掲げる幾つかの優れた書論も , 結局は一個人の私










書道」は , 全く異なる立場をとり , 我々の眼前に書及び
書作品を提示しようとしている。つまり , 執筆者である






などが , これに含まれる。しかし , パフォーマンス的と
とか , 時代の流れだからといった程度の見識で処
理できる時代ではなく , また問題でもない。
　今 , この広島から未来に向かって , 一つの石



































　先日 , 某新聞の折り込み広告に ,「文字を見れば , 本
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似ている。つまり , 書き手の舞がどれだけ優れていよう









　多くの人が , 出典と考えるものの一に推すのが , 揚雄
（紀元前 53 ～紀元 18 年）の『法言』（４）である。揚雄 ,












…或問神 , 曰心。請問之 , 曰潛天而天 , 潛地而地 ,
天地神明而不測者也 , 心之潛也 , 猶將測之。況於
人乎 , 況於事倫乎。（中略）故言 , 心声也；書 , 心





　揚雄は ,「神というものは , すなわち『心』である」
と述べ ,「心」は「思想や精神 , 情感や意志などの精神


























ぬれば , 即ち詩句の力にして , 書の力に非るなり。
故に如何に巧みなる書なりといえども , 不通の誤
を記せば , 人心を感ずる無く , 拙き書なりといえ























なるので , 謹んで正しくすべきである。昔 , 柳公
権も ,「心が正しければ筆も正しい」と言ってい
る。そもそも書というものは言葉を映して言語
に換えて用い , 行事を示して社会に貢献し , 後世
に伝える証跡となるものである。正しくなけれ
ば , 存在することの価値はない。そのため , 書の













を選び , 風体を正しく定むべし。風体悪しくば ,
筆跡よしといへども , ならはしむべからず。初学
より , 必ず風体すなをに , 筆法正しき , 古への能
書の手跡をゑらんで , 手本とすべし。悪筆と悪き




（文章）は , 人が君子であるか , 小人であるかを示す媒
体となる」と述べるが , 言葉と文章という対の関係が ,
後世になって書や書法と解され ,「書は人なり」の表現
に移行したのではないかと考えられる。幅広く考えれ










るが , 唐の柳公権の言に「用筆在心 , 心正則筆正 , 乃可
為法」があると伝えられる。（６）　「どうすれば書が上達
するのか」との穆宗の問いに対して述べられたものと














　古人 , 書は心画なり , といへり。心画とは , 心
中にある事を , 外にかき出す絵なり。故に手蹟の
邪正にて , 心の邪正あらはる。筆蹟にて心の内も




あるべからず。故に書の本意は , 只 , 平正にして ,
よみやすきを宗とす。是第一に心を用ゆべき事
也。あながちに巧にして , 筆蹟のうるはしく , 見
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書者 , 散也。欲書先散懷抱 , 任情恣性 , 然後書之。
若迫於事 , 雖中山兔毫不能佳也。 夫書 , 先默坐靜
想 , 隨意所適 , 言不出口 , 氣不盈息 , 密神采 , 如
對至尊 , 則無不善矣。為書之體 , 須入其形 , 若坐
若行 , 若飛若動 , 若往若來 , 若臥若起 , 若愁若喜 ,
若蟲食木葉 , 落利劍長戈 , 若強弓硬矢 , 若水火 ,

















体が悪ければ , 筆跡そのものがよくても , 習わせ
てはならない。初学から , 必ず風体が素直で , 筆

































夫欲書者 , 先乾研墨 , 凝神靜思 , 預想字形大小 ,













































































































































































































　書写にせよ , 書道にせよ , 旧態依然とした学習指導は ,
「清書」という行為によって学習が閉じられることが
多い。しかし , 教室の場での学びは , それ以降の日常の
言語生活への糸口が紹介されただけである。指導者が











































なく瞬間的に提示される。つまり , どこから書き始め ,
どのように組み立て , どう構成していくかという思考す
る場面は消え , ただ受け手となった人間が , まるでロゴ
化された形象の前に立ち尽くしているだけとなる。
　多少 , 話が本論から逸脱するが ,「書は人なり」の一
環として ,「右肩上がりの字を書く人は我が強い」とい
う表現がある。根底となっている学問は , かつての筆跡
心理学や筆跡学であるが ,「文字の書き方で , 人間の性
































ことであり , 論理化することである。まして , 手書きと
徒を送り出すことであり , それを「清書」という行為で
閉じてしまうなどあってはならないことなのである。

















































ことは何か。そして , 人間が文字を手書きする中で , 社
会的人間形成にどう関わっていくのか。「お習字」など
という前時代的 , かつ希薄な言い方を凌駕しながら ,
担っていくべきものは多い。
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よって , より内容を理解したり , 内在する技や工夫を実
感として把握することも可能になる。見るだけ , 読むだ



























　詳細を周知しているわけではないが ,「World Terakoya 
Movement」という国際連合教育科学文化機関（ユネ
スコ）による運動がある。聞けば懐かしい名称であるが ,
いわゆる「読み書き算盤」という日常に必要な要素の
教育の場であった寺子屋が , 単なる実用的な知識や技能
の習得だけでなく , 道徳や常識といったものを含みな
がら全人的教育を展開したことはよく知られている。
